
「議会と村づくりを語る会」 � ��� ２－３
６月定例会 � ���������� ４－５
一般質問　９人の議員が登壇！ � �６－ 10
研
けん

鑽
さん

を積んで議員力 UP!
（総務文教・福祉産建常任委員会合同視察研修レポート）
　北海道沼田町 ������������ 11
　北海道東川町 ��������� 12 － 13
中学生職場体験 � ���������� 14
議会モニター会議 � ��������� 15
わたしの声 � ������������ 16

５月 31日、高山小学校の運動会が行われ
ました。
雨の予報でしたが、晴れ間も出て、子ども
達の熱戦を後押ししてくれました。
６年生のリレーは手に汗握る熱戦でした！

議会報告会「議会と村づくりを語る会」を
開催しました！

　３年目の開催となる今年も、たくさんの皆さん
にご参加いただき、ありがとうございました。
　開催の様子と、出していただいた主な意見等を
まとめました。
　今年は、「高山村の住みやすさ」について、様々
な世代の皆さんと想いを共有する貴重な機会に
なりました。
　頂いたご意見等は今後、議会活動や議員活動に
活かしていきます。
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高
山
村
の
住
み
や
す
い
と
思
う
こ
と

住
み
や
す
い
こ
と
を
継
続
す
る
た
め
に

ど
う
し
た
ら
よ
い
か

　今年で３年目となる、議会報告会「議会と村づくりを語る会」を５月 11 日と 18 日に開催しました。
　11 日は、第１ブロックが堀之内研修センター、第３ブロックが保健福祉総合センター、18 日は、第２ブロッ
クが荒井原ふれあいセンター、第４・５ブロックが保健福祉総合センターで、それぞれ多くの皆さんにご
参加いただきました。今回のトークテーマは、「高山村の住みやすさ」をみんなで考えましょう！でした。

◦
静
か
で
落
ち
着
い
て
生
活
で
き
る

◦
水
道
水
が
旨
い

◦
自
然
が
豊
か
、
素
晴
ら
し
い
、
景
色
が
い
い

◦
車
が
あ
れ
ば
買
い
物
は
す
ぐ
に
行
け
る（
長
野
市
内
に
近
い
）

◦
福
祉
は
充
実
し
て
い
る

◦
農
業
を
営
む
に
は
気
候
に
恵
ま
れ
て
い
る

◦
健
康
的
に
生
活
で
き
る

◦
小
中
学
校
の
給
食
が
お
い
し
い

◦
移
住
し
て
き
た
人
に
対
し
て
、
親
身
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る

◦
温
泉
が
近
い
、
沢
山
あ
る
、
無
料
券
が
い
い

◦
人
が
優
し
い
、
話
し
や
す
い

◦
災
害
が
少
な
い

◦
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
充
実
し
て
い
る

◦
果
物
づ
く
り
に
は
良
好
な
土
地
柄
で
あ
る

◦
除
雪
が
ゆ
き
と
ど
い
て
い
る

◦
集
落
の
人
情
等
よ
い
人
ば
か
り

◦
季
節
が
わ
か
り
や
す
い

◦
お
む
つ
補
助
あ
り
が
た
い

◦
行
政
が
コ
ン
パ
ク
ト
な
の
で
話
が
し
や
す
い

◦
殆
ど
保
育
園
に
入
れ
る
（
都
会
）
と
違
う

◦
道
の
駅
な
ど
作
っ
て
村
内
で
買
い
物
が
で
き
る
よ
う
に

◦
農
作
物
の
販
売
所
を
作
る

◦
集
客
効
果
の
あ
る
店
舗
、
催
し
の
開
催

◦
周
囲
の
家
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

◦
住
宅
整
備
、
圃
場
整
備
、
農
機
リ
ー
ス

　
　
➡ 

り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
新
規
就
農

◦
何
も
な
い
こ
と
を
売
り
に
す
る
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す
る

◦
山
林
の
管
理
と
林
業
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
応
用

◦
移
住
者
を
増
や
す
、
戻
っ
て
く
る
人
を
増
や
す

◦
果
物
の
高
山
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る

◦
温
泉
施
設
等
の
利
用
者
を
増
や
す

◦
荒
廃
地
を
作
ら
な
い

◦
農
業
の
団
地
化

◦
地
元
料
理
を
温
泉
で
出
す
（
ジ
ビ
エ
等
）

◦
加
工
品
の
開
発

◦
温
泉
の
年
パ
ス
の
値
段
を
村
民
と
村
外
の
人
で
変
え
る

◦
温
泉
は
22
時
ま
で
や
る

◦
見
晴
ら
し
の
場
所
設
置
➡ 

名
物
化

◦
農
地
で
も
住
宅
を
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

◦
温
泉
の
Ｐ
Ｒ
、
Ｃ
Ｍ
等

「高山村の住みやすさ」「高山村の住みやすさ」をを

皆さんととも皆さんとともにに考えました考えました
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議会報告会『議会と村づくりを語る会』
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◦
住
む
と
こ
ろ
を
増
や
す
、
村
営
住
宅
を
増
や
す

◦
村
民
が
村
内
で
働
く
場
所

◦
バ
ス
の
便
を
増
や
す
、バ
ス
は
大
き
く
な
く
て
よ
い

◦
飲
食
店
を
増
や
す

◦
空
き
家
を
な
く
し
、若
い
人
に
住
ん
で
も
ら
い
た
い

◦
企
業
誘
致

◦
大
き
い
図
書
館
が
ほ
し
い

◦
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
を
も
っ
と
整
備
し
て
魅
力
あ
る

公
園
に

◦
須
坂
イ
ン
タ
ー
の
イ
オ
ン
に
は
、
何
か
バ
ス
等
走

ら
せ
て

◦
通
学
路
の
拡
幅
、
歩
道
の
整
備

◦
電
柵
の
管
理
を
村
で
や
っ
て
ほ
し
い

◦
買
い
物
　
役
場
周
辺
を
街
と
し
て
築
き
上
げ
る

◦
若
者
の
移
住
を
増
や
す
た
め
に
子
育
て
に
お
金
を

か
け
て
ほ
し
い

◦
タ
ク
シ
ー
の
利
用
助
成
金
を
考
え
て
ほ
し
い

◦
子
ど
も
が
多
い
村
に
し
ま
し
ょ
う

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

議
会
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て

◦
議
会
の
内
容
が
わ
か
り
、
良
い
事
な

の
で
継
続
し
て
ほ
し
い

◦
議
会
報
は
わ
か
り
や
す
く
、
役
場
広

報
に
な
い
情
報
が
入
っ
て
い
る
の
で
面

白
い

◦
今
ま
で
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
が
、

議
会
に
対
す
る
関
心
が
少
し
持
て
た

◦
普
段
、
議
会
内
容
が
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
よ
か
っ
た

◦
議
会
が
近
く
な
り
ま
し
た

◦
議
会
報
は
カ
ラ
フ
ル
で
よ
く
ま
と

ま
っ
て
い
て
読
み
や
す
い

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

◦
色
々
な
意
見
（
話
題
）
が
出
て
お
も

し
ろ
い
が
、
ま
と
ま
ら
な
い

◦
前
年
と
同
じ
よ
う
な
内
容
だ
っ
た

◦
色
々
な
意
見
や
考
え
を
聞
く
こ
と
が

で
き
良
か
っ
た

◦
参
加
者
が
少
な
い
の
で
多
く
す
る
工

夫
が
必
要

◦
題
材
を
基
に
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ

り
、
勉
強
に
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

◦
他
地
区
の
方
の
話
を
聞
け
た
の
は
貴

重
な
体
験
だ
っ
た

◦
設
問
内
容
を
具
体
的
な
事
柄
に
し
た

方
が
話
が
出
や
す
い

◦
全
て
行
政
に
お
ま
か
せ
に
な
っ
て
し

ま
う
感
じ
だ
と
思
う

◦
店
が
少
な
い
、
道
の
駅
な
ど
買
い
物
す
る
と
こ
ろ

が
な
い
、
少
な
い

◦
高
齢
者
の
通
院
不
便

◦
若
者
、
子
ど
も
が
少
な
い

◦
車
が
な
い
と
買
い
物
に
不
自
由

◦
教
育
費
、
大
き
く
な
る
ほ
ど
補
助
が
少
な
い

◦
区
費
（
入
区
金
）
が
高
い

◦
高
齢
者
が
多
く
役
員
の
な
り
手
が
少
な
い

◦
人
に
関
心
が
あ
る
、
良
く
も
悪
く
も
す
ぐ
広
が
る

◦
子
ど
も
の
遊
び
場
が
な
い
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
の
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
を
も
っ
と
き
れ
い
に

◦
地
域
の
人
口
減
に
よ
り
活
性
化
が
な
い

◦
産
業
が
少
な
い
　
近
隣
の
市
町
村
に
就
職
す
る
必

要
あ
り

◦
子
ど
も
（
高
校
生
）
の
通
学
に
バ
ス
の
利
用
が
不

便
、
遅
い
便
が
な
い

◦
バ
ス
の
最
終
が
早
い

◦
区
の
役
員
が
大
変

◦
高
齢
化
で
区
内
の
作
業
が
難
し
く
な
り
そ
う

住
み
に
く
い
こ
と
…

　
住
み
や
す
く
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
か

高
山
村
の

住
み
に
く
い
と
思
う
こ
と

お寄せ頂いたご意見のすべては、議会 HP でご覧いただけます。
⬅左の二次元コードを読み取るなどで、お時間のある時にぜひご覧ください。
頂いたご意見は議員全員で共有し、今後の議会及び議員活動に活用させていただきます。
ご参加された皆さん、ありがとうございました。

5/18
荒井原ふれあいセンターの様子
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令和７年
６月定例会

住民税所得割非課税世帯臨時特別給付金460万円追加など

一般会計補正予算 9,389万円 追加を可決
　６月定例会は６月３日から 13 日までの 11 日間で開催されました。専決処分した条例の承認２件、
専決処分した予算の承認１件、条例改正３件、高山村土地開発公社の解散について１件、一般会計補
正予算 1 件、陳情３件、発議４件、計 15 件が提案され、全て原案通り可決されました。
　一般質問は９名の議員が登壇し、村政課題など 20 件について質問しました。

一般会計補正予算の内容

地域経済循環創造事業補助金　7,000万円

国（総務省）のローカル 10,000 プロジェクト
交付決定を受けた２事業者への補助

◦「地元の味と自然を満喫する観光拠点創出
事業」に対し公費負担分� 5,000 万円

◦「古民家を活用した TAKAYAMA ロングステ
イビレッジ構想」に対し公費負担分

� 　2,000 万円

定額減税不足額給付金給付事業　1,813万９千円

令和６年度からの継続事業
令和６年度の定額減税及び調整給付金の実施
に際し、推計値を用いて算定したことによる
不足額を給付

住民税所得割非課税世帯臨時特別給付金　460万円

住民税所得割非課税世帯約195世帯に２万円と、
その世帯の18歳以下の子どもに２万円を支給

（県の価格高騰特別対策支援金事業補助金を活用）

統計調査一般経費に追加　54万９千円

本年 10 月１日現在で行う国政調査費用
総額 417 万９千円

　重要な課題について、村長や
教育長などの行政執行機関から
説明を受けたり、議員全員で意
見調整を行う場として、「全員協
議会」を随時行っています。

全員協議会全員協議会

意思決定意思決定
　様々な会議に出席し、自らの調
査・研究に基づき、村の政策に関
する質問をしたり意見を述べた
りしながら、行政や他の議員と議
論し、１人の村議会議員として議
案への賛否を表明します。

不定期特集の４回目です。
今回は「議員の仕事」についてです。
主にこんなことをしています。

　本会議（定例会）で行われる
『一般質問』等にて、村長や教育
長などの行政執行機関に対して、
村政に関する問題提起や政策立
案や提案などと行っています。

政策立案・提案政策立案・提案
　高山村議会の一般質問は、１
議員の質問時間を 30 分とし、
１問１答方式で行われます。再
質問は時間内であれば、回数の
制限はありません。（令和７年６
月定例会より執行）

一般質問一般質問

　村民の皆さんからの意見や、
自らの問題意識に基づき、聞き
取りや現地に行くなどして調査、
確認を行います。
　また、各委員会において、先
進地への視察研修にいくことも
あります。

調査・研究調査・研究
　高山村独自、もしくは広域的
に設置されている数ある審議会
において充てられる高山村議会
議員としての枠に対し、議員を
割り振り、それぞれ責任を持っ
て出席しています。

審議会ほか審議会ほか

議会を知って
みんなで作ろう高山村！

不定期
特 集
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議案に対する各議員の賛否結果（○賛成 / ●反対）

議　　　　案　　　　名 表決
結果

久
保
田 

雄
吉

勝
山
正
弘

滝
澤　

聖

梨
本　

進

沖
島
祥
介

髙
井
央
葉

柴
田
弘
男

湯
本
辰
雄

松
本　

茂

山
嵜
秀
治

黒
岩
清
道

西
原
澄
夫

承　
　
　
　

認

専決処分した条例の承認を求めることについて（一般職の職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：令和７年度から村職員の職名のうち、「主事補」を「主事」に統一したもの
に改正

専決処分した条例の承認を求めることについて（村税条例の一部を改正する条例）
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：軽自動車税において２輪車の車両区分の見直しなどに伴う条例の改正

専決処分した予算の承認を求めることについて（令和６年度高山村一般会計補正予
算（第７号））

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：年度末に国の地方交付税の額が確定、歳入歳出にそれぞれ合計8,311万6千円
を追加

議　
　
　
　
　
　
　

案

高山村個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：住民基本台帳に記録されていない者の宛名番号等を管理するための住登外者

宛名番号管理機能を利用するための規定整備
村税条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：地方税法等の改正により、給与所得控除や基礎控除の見直しに伴う条例の改正
高山村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：保育内容支援に係る連携施設の見直し（本村に影響なし）
高山村土地開発公社の解散について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：高山村土地開発公社の解散と清算終了の確認
令和７年度高山村一般会計補正予算（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：国の地方創生臨時交付金の計上などを含め歳入歳出にそれぞれ合計9,389万4
千円を追加

陳　
　
　

情

「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書」採択を求める陳情書
採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：義務教育費国庫負担制度を堅持、負担率２分の１に復元

「さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算増額を求める意見書」採択を
求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
概要：少人数学級の推進、複式学級の学級定員の引き下げ、教職員定数の改善

「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書採択の陳情について
採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：学習指導要領の内容の精選、標準授業時数の削減

発　
　
　

議

高山村議会会議規則の一部を改正する規則
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：一般質問の議員の持ち時間を30分とし、回数制限をなくす改正

義務教育費国庫負担制度の維持・拡充を求める意見書
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：義務教育費国庫負担制度を堅持、負担率２分の１に復元

さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算増額を求める意見書
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：少人数学級の推進、複式学級の学級定員の引き下げ、教職員定数の改善

「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：学習指導要領の内容の精選、標準授業時数の削減

陳情・発議　３件

長野県教職員組合高山単組などからの陳情３件を採択し、文部科学大臣などに意見
書を送りました

◦義務教育費国庫負担制度の堅持、拡充を求める意見書
◦さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算増額を求める意見書

（上記２件は、義務教育費国庫負担をもとの２分の１に復元すること、さらなる少人数学級推進と複式学級の学
級定員の引き下げや教育予算の増額を求めるもの）

◦「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書
（次期学習指導要領の内容の精選と標準授業時間の削減を求めるもの）

＊「カリキュラム・オーバーロード」とは
学校における教育・学習内容が質・量ともに過多（教育課程の過積載）になっ
ていて、子どもや教職員に過大な物理的・精神的負担がかかっている状態。
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特
別
障
害
者
手
当
の
周
知
方
法
は

　
　

特
別
障
害
者

手
当
は
、
重
度
の
障

害
が
あ
り
、
常
時
特

別
な
介
護
が
必
要
な

人
に
、
月
２
万
９
５

９
０
円
が
支
給
さ
れ

る
国
の
制
度
。

　

村
で
こ
の
手
当
受
給
者
４
人
、

全
国
平
均
の
受
給
割
合
よ
り
低
く

な
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
に
つ
い

て
の
周
知
方
法
は
。

　

手
当
の
申
請
に
は
医
師
の
診
断

書
が
必
要
、
こ
の
料
金
を
村
が
補

助
し
申
請
を
後
押
し
す
る
こ
と
を

求
め
る
。

副
村
長

　

こ
の
制
度
の
周
知
は
、
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
や
現
況
届
の
提
出
時

に
案
内
し
、
ま
た
要
介
護
４
・
５

の
方
に
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
相

談
に
乗
っ
て
い
る
。

　

医
師
の
診
断
書
作
成
料
金
は
、１

件
当
た
り
５
千
円
か
ら
７
千
円
程

度
、ほ
か
に
も
医
師
の
診
断
書
で
採

決
の
可
否
が
決
定
す
る
事
業
が
あ

る
か
否
か
や
、近
隣
自
治
体
も
調
査

し
慎
重
に
対
応
し
て
い
く
。

　

該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
方
が

申
請
の
機
会
を
逸
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
対
応
す
る
。

問

せっかくの国の制度、
申請漏れがないことを望む 山山

や まや ま

嵜嵜
ざ きざ き

  秀秀
しゅうしゅう

治治
じじ

  議 員議 員

　
　

子
ど
も
た
ち
が
放
課
後
や
休

み
の
日
に
、
生
活
の
場
と
し
て
安

全
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
学
童
保

育
は
、
働
く
父
母
に
と
っ
て
、
ま

た
児
童
に
と
っ
て
も
大
切
な
も
の
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
登
録
割
合

は
、
１
年
生
82
％
、
２
年
生
71
％
、

３
年
生
65
％
、
４
年
生
18
％
、
５

年
生
14
％
、
６
年
生
7.5
％
で
、
高

学
年
に
な
る
ほ
ど
登
録
者
数
の
割

合
が
極
端
に
減
少
し
て
い
る
。
児

童
ク
ラ
ブ
に
預
け
た
い
と
い
う
父

母
の
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
受
け
止
め

切
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

公
立
の
児
童
ク
ラ
ブ
で
も
高
学

年
の
受
け
入
れ
を
行
う
こ
と
を
求

め
る
。

教
育
次
長

　

子
ど
も
が
い
る
家
庭
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
は
、高
学
年

に
な
る
と
自
宅
で
過
ご
す
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

　

高
学
年
の
児
童
は
私
立
を
利
用

し
て
い
る
が
定
員
50
名
に
対
し
て

31
名
の
利
用
。公
立
の
児
童
ク
ラ
ブ

は
定
員
と
同
数
の
利
用
が
あ
り
、高

学
年
の
受
け
入
れ
は
難
し
い
。私
立

は
定
員
割
れ
な
の
で
、利
用
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問 公
立
の
児
童
ク
ラ
ブ
で
も

高
学
年
の
受
け
入
れ
を

「
道
の
駅
」今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
重
要
な
施
策

　
　

イ
オ
ン
モ
ー

ル
須
坂
の
開
業
で
新

た
に
大
き
な
人
の
流

れ
が
生
ま
れ
、
本
村

に
迎
え
入
れ
る
工
夫

と
取
込
む
施
策
が
必

要
。
村
民
か
ら
も
特
産
物
直
売
所

や
観
光
Ｐ
Ｒ
の
場
、
食
事
処
な
ど

設
置
を
望
む
声
が
大
き
い
。
地
域

と
共
に
つ
く
る
個
性
豊
か
な
に
ぎ

わ
い
の
場
と
し
て
、
多
機
能
を
備

え
た
複
合
施
設
の
設
置
は
本
村
の

未
来
に
向
け
て
必
要
で
は
な
い
か
。

副
村
長

　

国
交
省
の
「
道
の
駅
」
は
、
休

憩
機
能
、
情
報
発
信
機
能
、
地
域

連
携
機
能
を
併
せ
持
つ
施
設
で
、

全
国
１
２
３
０
駅
、
県
内
54
駅
が

登
録
。
道
路
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や
防
災
拠
点
、
子
育
て

応
援
施
設
の
併
設
な
ど
、
地
域
づ

く
り
の
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
。

　
　

お
迎
え
す
る
拠
点
、
訪
れ
る

方
々
が
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
、

安
心
安
全
な
休
憩
場
所
の
提
供
が

優
先
的
に
必
要
で
は
な
い
か
。

副
村
長

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
須
坂
開
業
は

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
本
村
に
お

越
し
の
皆
さ
ま
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
施
設
整
備
を
検
討
し
た
い
。

問

問

眺望立地に「道の駅」
未来志向で前進を！ 梨梨

な しな し

本本
も とも と

 　 　 進進
すすむすすむ

  議 員議 員

　
　

直
売
所
や
観
光
情
報
発
信
拠

点
な
ど
の
複
合
施
設
建
設
に
は
、

多
額
の
事
業
費
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
設
置
計
画
の
調
査
、
研

究
は
さ
れ
て
き
た
か
。

副
村
長

　

村
と
し
て
農
産
物
等
の
直
売
所

は
必
要
な
施
設
で
あ
り
、
ス
ピ
ー

ド
感
も
っ
て
具
体
的
な
調
査
、
研

究
を
進
め
た
い
。
早
い
時
期
に
内

容
を
示
し
た
い
。

　
　

北
信
地
域
の
町
村
も
「
道
の

駅
」
の
施
設
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

地
方
の
地
域
と
地
域
を
繋
ぐ「
道
の

駅
」
設
置
事
業
導
入
を
強
く
望
む
。

副
村
長

　

立
地
や
施
設
、
機
能
な
ど
の
ほ

か
、
財
源
確
保
が
重
要
な
課
題
。

村
民
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
高
山

村
ら
し
い
施
設
整
備
が
出
来
る
よ

う
検
討
し
て
参
り
た
い
。

問問

３年前に視察・研修した
「道の駅南信州とよおかマルシェ」

各議員の顔写真の横の二次元コードを読み込んでいただくと、それぞれ一般
質問の YouTube ページが表示されます。お時間のある時にご覧ください。 一 般 質 問一 般 質 問
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村
の
人
口
を
維
持
す
る
た
め
に

　
　

現
在
行
っ
て
い

る
移
住
定
住
施
策
の

目
的
と
効
果
、
今
後

の
展
望
は
。

定
住
支
援
室
長

　
「
本
村
で
暮
ら
し
た
い
」
と
考

え
る
ど
な
た
で
も
お
迎
え
し
た
い

と
い
う
基
本
ス
タ
イ
ル
の
も
と
、

移
住
相
談
協
力
店
の
皆
さ
ん
に
も

ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後

も
移
住
希
望
の
皆
様
に
寄
り
添

い
、
施
策
の
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

問

　
　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
の
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
広
場
の
遊
具
を
更
新
し
、今

よ
り
も
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
家
族

連
れ
、小
中
学
生
に
遊
び
に
来
て
も

ら
え
る
施
設
と
し
て
は
。

副
村
長

　

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
は
開
園
か

ら
30
年
余
り
が
経
過
し
て
お
り
、

遊
具
の
更
新
の
み
な
ら
ず
、
広
場

全
体
の
整
備
も
一
体
的
に
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。今
後
、
運
営
研
究

委
員
会
な
ど
関
係
の
皆
様
や
村
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
等
を
お
聞

き
し
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
広
場
に

な
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

　
　

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
必
要
な
情
報

に
、
今
以
上
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
出

来
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

　

現
時
点
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
計
画
は
な
い
。現
在
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン

で
、
新
着
情
報
の
更
新
も
出
来
て

い
る
が
、
情
報
を
探
す
側
か
ら
見

た
ま
と
め
方
な
ど
は
改
善
の
余
地

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。他
の
自

治
体
の
も
の
を
参
考
に
、
見
出
し

や
表
現
を
わ
か
り
や
す
く
し
、
村

問

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
の

遊
具
更
新
を

見
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

Ｕ
タ
ー
ン
者
へ
の

支
援
策
充
実
を

高山村の魅力を
さらにあげていく施策を！ 髙髙

た かた か

井井
いい

  央央
な かな か

葉葉
ばば

  議 員議 員

内
外
の
皆
さ
ん
に
し
っ
か
り
伝
わ

る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

45
年
後
に
人
口
が
半
減
す
る
魅
力
の
な
い
村
か

　
　

こ
の
村
は
、
戦

争
も
な
い
の
に
、
45

年
後
に
人
口
が
半
減

し
て
し
ま
う
よ
う
な

魅
力
の
な
い
村
な
の

で
し
ょ
う
か
？

村　

長

　

高
山
村
は
美
し
い
日
本
の
原
風

景
が
残
る
、
大
変
素
晴
ら
し
い
村

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

広
く
情
報
を
発
信
し
て
、
移
住

定
住
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

今
、
こ
の
村
の
現
状
は
子
供

の
声
が
あ
ま
り
聞
か
れ
な
い
『
沈

黙
の
村
』
と
な
っ
て
い
る
。
原
因

を
、
し
っ
か
り
究
明
、
認
識
し
自

覚
す
る
こ
と
が
効
果
的
な
対
策
に

必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
で
す
か
。

問

問

　
　

Ｕ
タ
ー
ン
で
帰
っ
て
く
る
村

民
が
新
し
く
家
を
建
て
る
場
合
の

「
農
地
を
宅
地
に
転
用
す
る
規
制
」

を
柔
軟
に
緩
和
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

定
住
支
援
室
長

　

農
地
法
上
で
は
村
の
裁
量
は
一

切
認
め
ら
れ
て
い
な
い
、
村
独
自

で
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
は
困
難

で
す
。

　
　

Ｕ
タ
ー
ン
で
帰
っ
て
く
る
村

民
が
、
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場

合
に
も
補
助
金
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

定
住
支
援
室
長

　

村
で
は
本
年
度
か
ら
「
多
世
帯

同
居
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
補
助

金
」
を
開
始
し
て
お
り
、
有
効
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問問

なんと！45年後のこの村の総人口は、
2,373人（村の独自推計では3,050人） 久久

くく

保保
ぼぼ

田田
たた

  雄雄
ゆ うゆ う

吉吉
き ちき ち

  議 員議 員

村　

長

　

人
口
減
少
問
題
の
原
因
を
事
細

か
に
分
析
し
て
い
ま
せ
ん
が
、一
般

的
に
は
、少
子
化
と
高
齢
化
の
進
行

に
よ
る
も
の
、都
市
部
へ
の
若
者
の

集
中
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
か
と
思

い
ま
す
。

　

村
と
し
て
は
庁
内
で
の
検
討
会

議
や
村
民
の
ご
意
見
等
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら
着

実
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高山村　総人口の推計

現在の YOU游ランドの遊具

一 般 質 問一 般 質 問
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『
道
の
駅
』の
構
想
計
画
は
あ
る
の
か

　
　

議
会
報
告
会

等
で
「
高
山
村
は
商

店
が
少
な
い
、
飲
食

店
が
少
な
い
、
農
産

物
直
売
所
が
無
い
、

働
く
場
所
が
少
な

い
」
と
多
く
の
ご
指

摘
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
や
は
り

地
域
の
活
性
化
は
必
要
で
、
村
民

や
観
光
客
に
と
っ
て
も
『
道
の
駅
』

は
必
要
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
。

①
現
在
、「
中
山
間
総
合
整
備
事
業
」

は
申
請
が
脚
下
さ
れ
て
い
る
。
早

期
に
再
申
請
の
目
途
が
立
つ
の
で

あ
れ
ば
、
多
機
能
的
な
複
合
施
設

の
建
設
も
期
待
で
き
る
が
、
そ
の

点
は
ど
う
か
。

②
Ｊ
Ａ
の
統
廃
合
に
よ
る
「
高
山

共
撰
所
」
の
移
転
跡
地
利
用
の
計

画
を
、
村
が
本
腰
を
入
れ
て
進
め

る
こ
と
が
急
務
と
思
わ
れ
る
が
ど

う
か
。副村

長

①
新
た
に
畜
産
事
業
者
と
調
整
中

で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
残
念
な

が
ら
再
申
請
が
で
き
る
状
態
に
な

い
た
め
、
総
合
整
備
事
業
と
し
て

の
多
機
能
的
な
複
合
施
設
の
建
設

は
困
難
で
あ
る
。

②
「
高
山
共
撰
所
」
は
須
坂
市
か

ら
も
近
く
県
道
沿
線
と
い
っ
た
立

地
条
件
も
非
常
に
良
い
が
「
Ｊ
Ａ

な
が
の
」
と
の
確
認
で
は
、
当
面
、

移
転
は
な
い
と
の
こ
と
。
よ
っ
て

『
道
の
駅
』
に
固
執
せ
ず
、
高
山

問

　
　

高
山
村
の
半
分
以
下
の
人
口

で
７
年
連
続
で「
住
み
た
い
田
舎
ベ

ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
」
の
町
や

国
の
補
助
金
や
地
方
交
付
金
の
利

用
で
、人
口
増
を
続
け
て
い
る
町
も

あ
る
。成
功
し
て
い
る
事
例
の
共
通

し
て
い
る
点
は「
行
政
に
よ
る
攻
め

の
政
策
」
で
地
域
を
活
性
化
し
て

い
る
点
に
あ
る
。交
付
金
の
活
用

で
、移
住
定
住
の
た
め
の
宅
地
造
成

や
村
営
住
宅
・
集
合
住
宅
の
建
設

が
必
要
と
思
わ
れ
る
。須
坂
市
の
イ

オ
ン
モ
ー
ル
か
ら
も
近
く
通
勤
圏

で
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
的
な
魅
力
あ
る

『
新
タ
ウ
ン
構
想
』
は
ど
う
か
。企

業
の
工
場
誘
致
や
大
学
誘
致
な
ど

を
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
連
携
し

て
進
め
て
は
ど
う
か
。

村　

長

　

移
住
定
住
対
策
を
進
め
る
う
え

で
宅
地
造
成
や
集
合
住
宅
の
整
備

に
は
十
分
必
要
性
を
感
じ
て
お

り
、
庁
内
で
も
検
討
中
で
、
で
き
る

限
り
早
い
時
期
に
具
体
的
な
方
向

を
示
し
た
い
。地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
用
も
積
極
的
に
対
応
し
て
参

り
た
い
。

問

スピーディーな行政を !! 勝勝
か つか つ

山山
や まや ま

  正正
ま さま さ

弘弘
ひ ろひ ろ

  議 員議 員

村
営
の
宅
地
造
成
で
移
住

定
住
な
ど
の
「
新
タ
ウ
ン

構
想
」は
な
い
の
か

松川周辺の農地の
崩落対策工事を望む 滝滝

た きた き

澤澤
ざ わざ わ

 　 　 聖聖
きよしきよし

  議 員議 員

松
川
の
護
岸
崩
落
の
整
備
を

　
　

松
川
に
架
か

る
藤
沢
橋
よ
り
約

２
０
０
ｍ
下
流
、
牧

頓
原
圃
場
北
斜
面

が
崩
落
し
て
い
る
。

護
岸
対
策
工
事
が

必
要
と
思
う
が
考
え
は
。
崩
落
現

場
の
確
認
は
さ
れ
て
い
る
か
。

建
設
水
道
課
長

　

対
岸
か
ら
写
真
撮
影
で

確
認
を
行
い
、
高
山
村
農

業
集
落
排
水
第
４
処
理
施

設
の
東
側
１
０
０
ｍ
付
近
、

小
規
模
な
崩
落
で
個
人
所

有
の
山
林
で
あ
る
。

　
　

対
策
工
事
の
計
画
は
。

建
設
水
道
課
長

　

関
場
え
ん
堤
管
理
者
で

あ
る
「
須
坂
建
設
事
務
所
」

で
は
計
画
は
無
い
と
の
回

答
で
あ
っ
た
。

　
　

対
策
工
事
を
行
う
よ

り
も
崩
落
危
険
農
地
の
収

用
を
し
た
ほ
う
が
、
安
価

に
事
業
を
行
う
事
と
思
う

が
検
討
出
来
な
い
か
。

建
設
水
道
課
長

　

こ
れ
ま
で
に
買
い
上
げ

た
事
例
は
な
い
為
難
し
い

が
、
崩
落
の
原
因
や
崩
落

が
周
辺
に
及
ぼ
す
影
響
を

問

問問

把
握
し
、
保
全
対
象
を
特
定
し
範

囲
の
土
地
を
収
用
す
る
こ
と
が
公

共
の
利
益
の
観
点
か
ら
合
理
的
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

土
地
所
有
者
に
お
伝
え
し
、
引

き
続
き
県
や
関
係
機
関
と
調
整
し

崩
落
対
策
に
つ
い
て
協
議
し
た
い

と
考
え
る
。

対岸から撮影した崩落現場と断層

ら
し
い
多
機
能
的
な
複
合
施
設
を

ス
ピ
ー
ド
感
も
っ
て
検
討
し
て
参

り
た
い
。

一 般 質 問一 般 質 問
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買い物支援バスの試験運行

年間 750～ 800 万人もの来場者
予想されるイオンモール須坂！ 沖沖

お きお き

島島
し まし ま

  祥祥
しょうしょう

介介
す けす け

  議 員議 員

開
業
に
あ
た
っ
て
の
対
応
策
は

　
　

広
報
活
動
や
誘

導
看
板
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
連

携
し
た
観
光
宣
伝
事

業
、
観
光
協
会
の
広

報
活
動
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　

千
本
松
に
あ
る
看
板
は
色
あ

せ
て
い
る
が
、
塗
り
替
え
な
ど
の

考
え
は
。

副
村
長

　

公
共
サ
イ
ン
の
あ
り
方
の
検
討

が
必
要
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

デ
ザ
イ
ン
、
設
置
場
所
な
ど
、
必

要
が
あ
れ
ば
補
正
予
算
を
組
み
、

取
り
組
む
。

　
　

須
高
３
市
町
村
で
連
携
し
た
情

報
発
信
は
？

産
業
振
興
課
長

　

須
坂
市
よ
り
、
長
野
市
を
含
め

た
４
市
町
村
で
の
広
域
的
な
情
報

発
信
が
で
き
な
い
か
と
の
打
診
が

あ
り
、
本
村
と
し
て
は
願
っ
て
も

な
い
提
案
な
の
で
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。 問

問問

　
　

将
来
に
向
け
て
の
目
標
金
額
を

設
定
し
て
い
る
か
。こ
の
制
度
の
本
質

を
理
解
し
て
、村
長
か
ら
の
お
礼
の
手

紙
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
入
れ
て
、

フ
ァ
ン
を
作
っ
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

　

本
年
度
は
目
標
金
額
を
設
定
で

き
る
土
台
作
り
を
行
い
た
い
。
関

係
者
と
協
議
し
て
、
本
村
の
Ｐ
Ｒ

に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問
　
　

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
と
し
て
高

齢
者
燃
料
券
交
付
事
業
が
あ
る
が
、

「
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
」に
限
っ

て
お
り
、
65
歳
以
下
の
若
者
が
同
居

し
て
い
る
と
支
給
対
象
外
に
な
っ
て

し
ま
う
。若
者
が
村
に
戻
っ
て
き
た

ら
支
給
対
象
外
に
な
っ
て
し
ま
う
の

は
腑
に
落
ち
な
い
が
？

村　

長

　

今
後
、
国
の
動
向
な
ど
も
注
視
し
、

本
年
度
も
「
燃
料
券
交
付
事
業
」
を

実
施
し
た
場
合
、
定
住
促
進
の
観
点

や
、公
平
性
等
も
含
め
、検
討
の
余
地

が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

問 高
齢
者
世
帯
等
燃
料
券
交

付
事
業
は
公
平
性
が
確
保

さ
れ
て
い
る
か

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
取
組

み
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

村民を真ん中に置いた検討を

買
い
物
支
援
バ
ス
の
試
験
運
行
の
結
果
は

　
　

公
共
交
通
で

は
、
特
に
高
齢
者
や

学
生
の
足
の
確
保

に
つ
い
て
、
き
め
細

や
か
な
対
策
が
必

要
で
あ
る
。
十
月
か

ら
村
の
公
共
交
通
は
大
き
く
変
わ

る
予
定
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
意
見
交

換
が
必
要
。
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
買
い
物
支
援
バ
ス
が
、
３
月
か

ら
５
月
ま
で
試
験
運
行
さ
れ
た
。

①
買
い
物
支
援
バ
ス
の
、利
用
状
況

は
、利
用
が
少
な
か
っ
た
の
で
は
。

②
利
用
対
象
者
の
、
条
件
な
ど
の

意
見
や
感
想
は
あ
っ
た
か
。

③
福
祉
の
面
か
ら
も
、
本
格
的
稼

働
の
検
討
の
考
え
は
。

副
村
長

①
登
録
は
10
名
、
高
井
３
名
・
中

山
６
名
・
牧
１
名
で
、
70
代
５
名
・

80
代
３
名
・
90
代
２
名
で
あ
っ
た
。

②
「
あ
り
が
た
い
」「
以
前
か
ら

望
ん
で
い
た
」「
も
う
少
し
対
象

を
広
げ
て
は
」
の
声
を
頂
い
た
。

③
頂
い
た
意
見

に
加
え
、
秋
以

降
の
稼
働
を
、

協
議
会
に
お
い

て
検
討
を
進
め

て
い
く
。

問

黒黒
く ろく ろ

岩岩
い わい わ

  清清
き よき よ

道道
み ちみ ち

  議 員議 員

群
馬
県
に
つ
な
が
る
県
道

整
備
対
策
は

　
　

県
道
大
前
須
坂
線
は
、毛
無
峠

か
ら
通
行
不
能
区
間
に
な
っ
て
い

る
が
、県
境
の
交
通
量
は
増
し
て
い

る
。ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
、
渋
川

市
か
ら
嬬
恋
村
を
通
る
「
上
信
道
」

の
建
設
が
進
め
ら
れ
一
部
開
通
し
、

活
性
化
が
進
む
こ
と
が
あ
る
、村
の

対
応
は
。

①
県
道
大
前
須
坂
線
の
通
行
不
能

区
間
の
開
通
の
見
通
し
は
。

②
毛
無
峠
付
近
の
道
路
改
良
は
で

き
な
い
の
か
。

③
今
後
、上
信
道
か
ら
高
山
村
へ
の

ア
ク
セ
ス
や
案
内
の
考
え
方
は
。

建
設
水
道
課
長

①
毎
年
継
続
的
に
要
望
を
し
て
お

り
、
近
年
の
災
害
対
策
も
踏
ま
え
、

国
立
公
園
内
で
あ
り
予
算
も
か
か

る
が
、
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

②
現
時
点
に
お
い
て
改
良
計
画
は

な
い
。

③
観
光
客
な
ど
の
ア
ク
セ
ス
向
上

が
期
待
さ
れ
る
道
路
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
効
果
的
な
案
内
方
法
な
ど

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問

本村入口にある看板
だが、色が褪せてき
ている現状

一 般 質 問一 般 質 問
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燃
料
券
交
付
を

　
　

今
日
、
燃
料
の

ほ
か
米
な
ど
あ
ら
ゆ

る
品
目
の
値
上
が
続

い
て
い
る
。一
方
、３

月
の
一
人
当
た
り
実

質
賃
金
は
2.1
％
減
少

で
３
か
月
連
続
マ
イ

ナ
ス
で
あ
る
。

①
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
の
燃
料
券
の

交
付
を
。
②
水
道
基
本
料
の
無
料

化
を
求
め
る
。

村　

長

　

国
で
は
燃
料
価
格
高
騰
の
た

め
、
５
月
22
日
か
ら
価
格
引
き
下

げ
措
置
を
実
施
し
て
お
り
、
段
階

的
に
効
果
が
表
れ
る
と
期
待
す

る
。
①
燃
料
券
交
付
は
慎
重
に
対

応
し
た
い
。
②
２
年
前
は
国
の
交

付
金
を
活
用
し
て
水
道
基
本
料
の

減
免
を
行
っ
た
。
国
の
動
向
を
注

視
し
た
い
。

問

　
　

県
道
二
ツ
石
地
域
で
は
、歩
道

縁
石
の
高
さ
が
８
セ
ン
チ
の
と
こ

ろ
が
あ
る
が
、周
辺
は
15
セ
ン
チ
で

あ
る
。車
が
縁
石
を
乗
り
越
え
易
い

の
で
危
険
で
あ
る
。①
道
路
の
異
常

発
見
の
改
善
方
法
。②
村
内
の
道
路

管
理
は
ど
う
進
め
て
い
る
か
。

建
設
水
道
課
長

①
村
に
は
県
道
7
路
線
、
村
道
８

１
９
路
線
が
あ
り
、
日
々
パ
ト

問

　
　

今
年
の
８
月
15
日
は
終
戦
か

ら
80
年
に
な
る
。
先
の
大
戦
で
は
、

２
０
０
０
万
人
以
上
の
ア
ジ
ア
及

び
日
本
国
民
の
生
命
を
奪
っ
た
。

　

現
憲
法
は
「
２
度
と
戦
争
は
起

こ
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
決
意

で
施
行
。
し
か
し
自
民
党
の
憲
法

改
正
草
案
で
は
、９
条
２
項
に
「
国

防
軍
を
保
持
」
を
入
れ
「
紛
争
は

力
で
対
処
す
る
」
と
し
た
。

　

村
長
に
は
９
条
変
更
の
動
き
に

反
対
の
意
思
表
示
を
求
め
る
。

村　

長

　

憲
法
前
文
に
は
「
政
府
の
行
為

に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起

こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
」

と
し
て
い
る
。
憲
法
改
正
は
国
会

に
お
い
て
議
論
を
深
め
る
こ
と
が

大
切
と
思
う
。
私
は
、
ど
う
す
れ

ば
平
和
を
守
り
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
か
、
国
民
の
一
人
と
し
て
考

え
て
い
き
た
い
。

問 ロ
ー
ル
に
よ
り
的
確
に
維
持
管
理

し
て
い
る
。
応
急
処
置
で
き
る
と

こ
ろ
は
そ
の
場
で
行
う
。
②
地
区

振
興
計
画
に
よ
っ
て
、
道
路
改
良

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
な
ど
、
計
画

し
て
改
善
す
る
。

物価高騰対策を問い、
平和憲法を守ろう 湯湯

ゆゆ

本本
も とも と

  辰辰
た つた つ

雄雄
おお

  議 員議 員

道
路
管
理
の
方
法
は

９
条
改
正
に
反
対
を

再質問への答弁を行う藤沢村長

長崎市 平和祈念像

議員の質問持ち時間30分以内
一般質問の質問回数の制限をなくす

～６月定例会から実施～

　議会では、一般質問についてこれまで議員の質問と村長等
の答弁を合わせて概ね１時間、発言回数は３回以内としてき
ました。これを今定例会で会議規則を改正し、質問時間は議
員の質問持ち時間 30 分以内とし、発言回数の制限をなくす
こととしました。

改
正
の
理
由

議
員
側
…
一
項
目
の
中
に
質
問
内
容
が
複
数

以
上
の
場
合
、
再
質
問
で
す
べ
て

を
し
よ
う
と
す
る
と
ま
と
め
に
く

さ
が
あ
る
。
質
問
回
数
（
３
回
ま

で
）
が
気
に
な
る
。

行
政
側
…
再
質
問
で
質
問
内
容
が
複
数
以
上

の
場
合
、
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
正

確
な
答
弁
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
。

　

議
員
も
行
政
も
問
題
を
感
じ
て
い
た
た
め
、

今
回
他
自
治
体
の
例
も
参
考
に
改
正
を
実
施

し
ま
し
た
。

実
施
し
て
の
議
員
の
感
想

◦
再
質
問
が
一
問
一
答
方
式
を
徹
底
し
た
た

め
、
答
え
が
導
き
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◦
何
度
も
質
問
出
来
て
よ
い
と
感
じ
た
。

◦
内
容
が
深
め
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。

◦
再
質
問
以
降
は
、
自
分
が
内
容
を
深
め

て
理
解
し
て
い
な
い
と
同
じ
質
問
内
容
に

な
っ
て
し
ま
う
怖
さ
が
あ
る
。

◦
質
問
回
数
に
制
限
が
な
く
な
り
、
い
つ
も

よ
り
長
い
一
般
質
問
と
な
っ
た
。

◦
聞
き
た
い
質
問
は
し
た
い
だ
け
で
き
た
と

思
う
。

◦
再
質
問
の
答
弁
が
短
く
な
っ
た
の
で
、
考

え
る
時
間
も
短
く
な
り
、少
し
忙
し
く
な
っ

た
。

◦
質
問
持
ち
時
間
30
分
は
あ
ま
り
気
に
な
ら

な
か
っ
た
。

一 般 質 問一 般 質 問
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朝の情報番組で放映された

沼田町庁舎にて施策の説明を受ける

「暮らしの安心センター」
充実の医療施設が併設されているあたたかな雰囲気の施設内部

５月 13 日㈫ in 北海道沼田町

住
み
た
い
田
舎
７
年
連
続
総
合
１
位
の

住
み
た
い
田
舎
７
年
連
続
総
合
１
位
の  

沼
田
町
に
学
ぶ

沼
田
町
に
学
ぶ

研
けんさん

鑽を積んで議員力 UP!研
けんさん

鑽を積んで議員力 UP!
北海道視察研修１日目は沼田町へ
利用者目線の施策や施設づくりが印象的な町だった

　
『
住
み
た
い
田
舎
ラ
ン
キ
ン
グ　

シ
ニ
ア
世

代
・
子
育
て
世
代
・
若
者
世
代
・
単
身
者
各

部
門
１
位
（
北
海
道
エ
リ
ア
）』　

の
沼
田
町

は
、
面
積
２
８
３
・
35
㎢　

人
口
２
７
３
９

人　

世
帯
数
１
４
２
３
世
帯
（
本
年
４
月
末

現
在
）
６
年
度
の
転
入
者
は
１
１
５
人
。

　

冬
に
は
２
ｍ
近
く
積
も
る
豪
雪
地
帯
、
ど

れ
だ
け
降
り
積
も
っ
て
も
、
万
全
の
除
雪
体

制
と
の
職
員
の
説
明
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

農
村
型
コ
ン
パ
ク
ト
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
に

よ
り
、
駅
周
辺
を
中
心
に
半
径
５
０
０
ｍ
範

囲
内
に
学
校
、
診
療
所
、
高
齢
者
施
設
、
ス
ー

パ
ー
等
を
集
約
、
高
齢
者
で
も
歩
い
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
を
目
指
し
、

移
住
定
住
応
援
室
を
設
置
。
子
育
て
支
援
の

申
請
や
結
婚
資
金
支
援
、
住
宅
購
入
補
助
金
、

新
規
就
農
支
援
の
手
続
き
な
ど
の
窓
口
を
一

本
化
し
サ
ポ
ー
ト
強
化
を
さ
れ
て
い
る
。

　

新
婚
の
子
育
て
世
帯
に
は
、
最
大
５
７
０

万
円
の
住
宅
奨
励
金
制
度
が
目
を
引
く
ほ
か
、

創
業
支
援
に
１
０
０
万
円
の
補
助
や
、小
・
中
・

高
の
い
る
世
帯
に
は
毎
年
60
キ
ロ
の
お
米
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。
ま
た
町
内
で
の
同
窓

会
に
は
10
万
円
の
補
助
な
ど
支
援
メ
ニ
ュ
ー

は
多
彩
で
、
町
の
Ｐ
Ｒ
や
Ｕ
タ
ー
ン
増
加
策

と
し
て
い
る
。

　

お
話
を
聞
い
た
後
は
、
医
療
、
介
護
、
子

育
て
が
集
約
さ
れ
た
施
設
『
暮
ら
し
の
安
心

セ
ン
タ
ー
』【
あ
る
く
ら
す
】
を
視
察
し
た
。

　

家
族
連
れ
も
く
つ
ろ
げ
る
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
無

料
で
使
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
併
設
、

さ
ら
に
地
域
医
療
の
拠
点
「
沼
田
厚
生
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
も
併

設
さ
れ
、内
科
、

外
科
、
皮
膚

科
、
人
間
ド
ッ

ク
も
受
診
可
能

で
、
住
民
が
安

心
で
き
る
充
実

し
た
施
設
と
感

じ
た
。

　

沼
田
町
も
急
激
な
人
口
自
然
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
べ
く
、
各
世
代
へ
の
魅
力
あ
る

支
援
策
を
準
備
し
、
転
入
者
増
加
に
積
極
的

に
取
組
ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

　

移
住
希
望
者
、
相
談
者
へ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
た
研
修

と
な
っ
た
。

�

（
福
祉
産
建
常
任
委
員
長　

梨
本
進
）

総務文教・福祉産建 常任委員会合同視察研修レポート①
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５月 14 日㈬ in 北海道東川町

「
攻
め
る
自
治
体
」
東
川
ス
タ
イ
ル
に
学
ぶ

「
攻
め
る
自
治
体
」
東
川
ス
タ
イ
ル
に
学
ぶ

研
けんさん

鑽を積んで議員力 UP!研
けんさん

鑽を積んで議員力 UP!
北海道視察研修２日目は東川町へ
人口増加に繋がる様々なしかけをじっくり視察した

「君の椅子」事業
東川の手作りの椅子を通
じて子どもの成長を温か
く見守りたい、そんな願
いが込められている
贈られる椅子は、毎年選
定されるデザインを東川
町内の工房で製作される

東川町庁舎内にて、施策等説明を受けた

東川町役場前にて

総務文教・福祉産建 常任委員会合同視察研修レポート②

　

40
年
前
か
ら
「
写
真
の
町
」
を
軸
に
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
現
在
は
「
東
川
町
国

際
写
真
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
」
や
、
全
国
の
高
校

生
を
対
象
と
し
た
「
写
真
甲
子
園
」、ま
た
「
国

際
交
流
写
真
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
」
な
ど
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
家
具

の
町
と
し
て
、
地
場
産
業
の
発
展
と
「
ほ
ん

も
の
」
の
贈
り
物
を
通
し
た
施
策
と
し
て
、

生
ま
れ
て
き
た
子
ど
も
に
名
前
入
り
の
椅
子

を
贈
る
「
君
の
椅
子
」
事
業
、
中
学
校
で
は

３
年
間
使
い
込
ん
だ
椅
子
を
卒
業
記
念
と
し

て
持
ち
帰
る
「
学
び
の
椅
子
」
と
い
う
仕
組

み
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
様
々
な
施
策
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
、
質
疑
等
に
対
応
い
た
だ
い
た
後
は
、

各
施
設
の
見
学
も
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

５
月
14
日
、
午
前
９
時
よ
り
東
川
町
行
政

視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、「
な
ぜ
過
疎
の
町
か
ら

復
活
で
き
た
の
か
」「
ど
う
い
っ
た
交
付
税
の

活
用
を
し
て
い
る
の
か
」
等
を
重
点
に
研
修

が
で
き
た
ら
と
臨
ん
だ
。

　

東
川
町
よ
り
菊
地
町
長
、
副
町
長
、
担
当

課
長
３
名
、
議
会
よ
り
能
登
議
長
、
副
議
長
、

事
務
局
２
名
と
大
勢
の
方
々
に
ご
出
席
頂
き
、

ま
ず
町
の
概
要
、
活
性
化
に
向
け
た
政
策
や

取
り
組
み
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
、
新
た

な
雇
用
の
創
出
、
定
住
人
口
の
増
加
な
ど
、

各
施
策
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。

　

東
川
町
は
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

北
海
道
第
２
の
都
市
で
あ
る
旭
川
市
に
隣
接

し
て
い
る
。
町
の
東
部
は
日
本
最
大
の
自
然

公
園
「
大
雪
山
国
立
公
園
」
に
属
し
て
お
り
、

鉄
道
、
国
道
、
上
水
道
の
三
つ
の
道
が
な
い

と
い
う
特
殊
な
環
境
の
自
治
体
で
あ
る
。
そ

ん
な
東
川
町
は
、
30
年
間
で
人
口
が
ゆ
る
や

か
に
伸
び
、
平
成
７
年
頃
に
は
７
０
０
０
人

台
だ
っ
た
人
口
が
、
現
在
は
８
６
０
０
人
と
、

約
２
割
程
人
口
が
増
え
て
き
た
。
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研
けんさん

鑽を積んで議員力 UP!研
けんさん

鑽を積んで議員力 UP!

暮らしの共生エリア  そらいろ内観
小さな子ども達も安心して遊べる屋内施設
この他にキッチンやトレーニングルームも
ある

グリーンビレッジの様子

東川小学校外観  町の中央部にある平屋建ての広々とした小学校
この他に３つの小規模の小学校がある

全国初の公立日本語学校

暮らしの共生エリア  そらいろ外観

全国から注目を浴びている、成功事例の町を視察でき、高山村も学ぶことが
多くあると感じました。特に交付税の活用により、地域の活性化が図られて
いる様子が参考になりました。� （勝山正弘）

　

分
譲
地「
グ
リ
ー

ン
ビ
レ
ッ
ジ
」
は

美
し
い
街
並
み
を

実
現
す
る
た
め
、

細
か
い
規
定
を
設

け
て
お
り
、
実
際

に
美
し
い
街
並
み

で
あ
っ
た
。

　

複
合
交
流
施
設

「
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
」

の
２
階
に
は
全
国

初
の
公
立
日
本
語
学
校
が
あ
り
、約
３
０
０

名
の
生
徒
が
海
外
か
ら
学
び
に
来
て
い
る

様
子
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

全
国
的
に
も
有
名
な
東
川
小
学
校
は
、

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
平
屋
建
て
で
、
廊
下

は
２
７
０
ｍ
も
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
教
室
の

学
び
の
場
と
し
て
、
４
０
０
名
を
超
す
子

ど
も
が
学
ん
で
い
る
。
壁
が
な
い
解
放
感

あ
ふ
れ
た
教
育
環
境
で
、
小
学
校
を
見
て

移
住
を
決
め
た
方
も
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
の
事
。
学
校
敷
地
も
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
北
海
道
な
ら
で
は
の
広
々
と
し
た
開
放

的
な
環
境
だ
っ
た
。

今回の視察研修を通じて

　
「
暮
ら
し
の
共
生
エ
リ
ア　

そ
ら
い
ろ
」、

温
泉
複
合
施
設　
「
き
と
ろ
ん
」、
ま
た
全

国
的
に
も
珍
し
い
公
設
民
営
化
企
業
誘
致

「
三
千
櫻
酒
造
」
等
も
見
学
し
、
午
後
３
時

ま
で
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　

東
川
町
は
、
個
人
的
に
３
年
程
前
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
放
送
さ
れ
た
『「
映
え
る
町
」
移
住

者
が
多
い
東
川
町
』
を
見
て
、
い
つ
か
機

会
が
あ
っ
た
ら
視
察
し
た
い
と
思
っ
て
い

た
。
そ
ん
な
折
、
昨
年
７
月
の
須
高
３
市

町
村
合
同
議
員
研
修
会
に
お
い
て
「
攻
め

る
自
治
体　

東
川
町
」
と
題
し
て
、
長
野

県
立
大
学　

中
村
稔
彦
先
生
の
講
演
を
お

聞
き
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
議
員
皆

視
察
に
賛
同
し
実
現
し
た
。

　

東
川
町
は
職
員
に
「
東
川
ス
タ
イ
ル
」

が
あ
る
。
そ
れ
は
、『「
予
算
が
な
い
・
他

で
や
っ
て
い
な
い
・
前
例
が
な
い
か
ら
や

ら
な
い
」
と
い
う
選
択
に
は
な
に
も
生
ま

れ
な
い
』
を
原
点
と
し
、
普
通
交
付
税
、

特
別
交
付
税
、
地
方
債
、
国
庫
支
出
金
な

ど
上
手
な
財
政
運
営
で
取
り
組
ん
で
い
る

極
め
て
積
極
的
な
姿
勢
の
自
治
体
で
あ
っ

た
。
今
回
の
視
察
研
修
は
そ
う
い
っ
た
意

味
で
も
、
非
常
に
前
向
き
に
な
る
視
察
研

修
で
あ
っ
た
。

（
総
務
文
教
常
任
委
員
長　

沖
島
祥
介
）
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温
泉
源
泉
の
現
況
を
視
察

温
泉
源
泉
の
現
況
を
視
察

福
祉
産
建
常
任
委
員
会　
現
地
調
査
報
告

参
加
者

　

委
員
等
９
名　

　

産
業
振
興
課
職
員　

３
名

　

湯ゆ

守も
り　

１
名

　

蕨
温
泉
新
源
泉
の
掘
削
予
定
地
の
確

認
と
山
田
温
泉
及
び
奥
山
田
温
泉
源
泉

の
現
況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

蕨
温
泉
の
新
た
な
源
泉
掘
削
予
定
地

は
、
す
ぐ
近
く
の
道
路
沿
い
で
、
掘
削

工
事
や
維
持
管
理
が
容
易
な
場
所
と
言

え
ま
す
。

　

山
田
温
泉
は
、
わ
な
ば
源
泉
と
元
湯

源
泉
と
を
合
流
さ
せ
、
山
田
温
泉
街
へ

約
1.5
㎞
引
湯
し
て
い
ま
す
。

中
学
２
年
生

中
学
２
年
生　　

　　

職
場
体
験
学
習
で
議
会
に

職
場
体
験
学
習
で
議
会
に

　

今
回
、
初
め
て
中
学
２
年
生
の
職
場

体
験
で
、
議
会
に
３
人
の
中
学
生
が
来

て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
議
会
一
般
質
問
の
通
告

書
の
〆
切
日
だ
っ
た
た
め
、
そ
の
受
付

業
務
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
同
じ

く
職
場
体
験
が
行
わ
れ
て
い
る
村
の
施

設
へ
行
っ
て
写
真
撮
影
を
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
の
こ
と
を
中

学
生
に
も
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
と
作

成
中
の
「
議
会
の
し
お
り
」
を
見
て
も

ら
い
、
よ
り
読
み
や
す
い
も
の
に
す
る

た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
し

ま
し
た
。

　

二
つ
の
源
泉
は
松
川
沿
い
に
あ
り
、

土
砂
崩
れ
や
雪
崩
等
が
多
く
、
引
湯
配

管
の
維
持
管
理
は
困
難
を
極
め
ま
す
。

修
繕
作
業
に
は
大
き
な
費
用
と
安
全
の

確
保
が
課
題
で
、
早
急
に
抜
本
的
な
改

善
策
が
必
要
で
す
。

　

奥
山
田
温
泉
の
源
泉
は
松
川
沿
い
に

あ
り
、
標
高
差
３
５
０
ｍ
上
の
山
田
牧

場
に
引
湯
し
て
い
ま
す
。

　

開
湯
２
０
０

年
を
超
え
る
歴

史
の
中
で
発
展

し
て
き
た
山
田

温
泉
郷
の
貴
重

な
源
泉
資
源
を
、

将
来
に
渡
っ
て

守
り
続
け
る
こ

と
が
重
要
と
認

識
し
ま
し
た
。

（
福
祉
産
建
常
任
委
員
長　

梨
本
進
）

　

今
回
、
私
達
議
会
で
も
初
め
て
の
機

会
で
し
た
。
何
を
し
よ
う
か
、
ど
う
し

た
ら
中
学
生
か
ら
意
見
を
出
し
て
も
ら

え
る
か
な
ど
、
手
探
り
の
中
、
お
話
を

さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
中
学
生
が
思
っ

て
い
る
こ
と
を
聞
か
せ
て
も
ら
え
た

り
、
大
変
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

　

中
学
生
か
ら
は
、「
議
員
と
い
う
仕

事
に
興
味
が
沸
い
た
」「
人
の
役
に
立

て
る
よ
う
な
仕
事
に
つ
き
た
い
と
思
っ

た
」「
楽
し
く
体
験
出
来
た
」
な
ど
の

感
想
を
も
ら
い
ま
し
た
。�（
髙
井
央
葉
）

蕨温泉ふれあいの湯から 50 ｍほど南の農道沿い

谷下まで徒歩 20 分
作業道が未整備で危険
を伴う

活発な意見交換ができた

奥山田源泉　どの設備も劣化が著しい

同じく職場体験を
行っていた、たか
やま保育園や、定
住支援室での様子
を写真撮影させて
もらった

（撮影：中学生）

６
月
12
日
㈭

５
月
22
日
㈭
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議場、全員協議会室、委員会室など、議会で使っている３階の部屋を見学してもらった

議会活性化
特別委員会 令和７・８年度令和７・８年度

議会モニターが決まりました議会モニターが決まりました
　４期目となる令和７・８年度の議会モニターさんが決まりました。今回も、男女のバランスも良く、　４期目となる令和７・８年度の議会モニターさんが決まりました。今回も、男女のバランスも良く、
年齢も高校生から 60 代までの様々な方にご応募いただきました。年齢も高校生から 60 代までの様々な方にご応募いただきました。
　議会がどんなことをしているのかを知っていただき、議会が抱える問題などを議員と一緒に考えて　議会がどんなことをしているのかを知っていただき、議会が抱える問題などを議員と一緒に考えて
いただきながら、より良い村づくりに向かって行けたらと思っています。いただきながら、より良い村づくりに向かって行けたらと思っています。
　モニターの皆さんには、年に３回程度（任期２年間で６回程度）お集まりいただき、要望もお聞き　モニターの皆さんには、年に３回程度（任期２年間で６回程度）お集まりいただき、要望もお聞き
しながら、新しいことも考えていけたらと思います。しながら、新しいことも考えていけたらと思います。
　これから、どうぞよろしくお願いします。　これから、どうぞよろしくお願いします。

　

６
月
29
日
㈰
、
新
し
く
モ
ニ

タ
ー
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、
第
１
回
目
の
議

会
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

１
回
目
と
い
う
こ
と
で
、
自
己

紹
介
を
し
て
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
制

度
や
議
会
に
つ
い
て
の
簡
単
な
説

明
を
し
た
後
、
役
場
庁
舎
３
階
の

議
場
や
委
員
会
室
な
ど
を
見
学
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
は
皆
さ
ん
緊
張
し
た
様
子

で
し
た
が
、
見
学
を
し
な
が
ら
お

話
し
た
り
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
質

問
機
会
を
設
け
た
り
し
な
が
ら
の

会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
議
会
か
ら
モ
ニ
タ
ー
さ

ん
に
い
く
つ
か
質
問
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
Ｐ

16
の
「
わ
た
し
の
声
」
に
ま
と
め

ま
し
た
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第１回 議会モニター会議開催！
令和７年６月 29 日㈰
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発
行
責
任
者

　

議　

長　

西
原　

澄
夫

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

湯
本　

辰
雄

　

副
委
員
長　

髙
井　

央
葉

　

委　

員　

山
嵜　

秀
治

　

委　

員　

梨
本　
　

進

　

委　

員　

勝
山　

正
弘

●
議
会
報
を
読
む
頻
度
は

　

ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

　

毎
号
読
ん
で
い
る
��


３
人

　

と
き
ど
き
読
ん
で
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　

��


９
人

　

読
ん
だ
こ
と
が
な
い
�

１
人

　

存
在
を
知
ら
な
い
��


０
人

●
議
会
報
の
内
容
や

構
成
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を

◦
住
み
や
す
い
村
づ
く
り
の

コ
ー
ナ
ー
を
作
る

◦
意
見
→
計
画
→
進
捗
、
見
や

す
く

◦
読
み
や
す
く
な
っ
た

◦
色
が
工
夫
さ
れ
て
い
て
、
並

び
も
良
く
、
分
か
り
や
す
い

◦
あ
ま
り
興
味
の
な
い
と
こ
ろ

は
見
な
い
こ
と
が
多
い

◦
ペ
ー
ジ
が
多
い
の
で
、
も
う

少
し
ま
と
め
る
と
読
め
る

◦
シ
ン
プ
ル
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
て
読
み
や
す
い

◦
「
く
だ
け
た
」
ペ
ー
ジ
が
あ
っ

て
も

●
議
会
に
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

課
題
や
要
望
は

◦
女
性
や
若
い
人
達
が
よ
り
村

政
に
関
わ
り
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
し
て
欲
し
い

◦
消
防
団
員
の
な
り
手
不
足
の

深
刻
化
、
負
担
に
つ
い
て

◦
野
良
猫
の
対
策
に
つ
い
て

◦
お
米
の
購
買
意
識
調
査

◦
村
民
の
食
料
安
全
保
障

◦
空
き
家
、
遊
休
田
畑
の
問
題

◦
人
口
減
、
少
子
化

◦
観
光
、
お
み
や
げ

◦
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

◦
公
共
交
通
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
課
題

◦
生
理
用
品
の
設
置

◦
通
学
路
に
公
衆
電
話
設
置
の

検
討
を

●
議
員
の
活
動
に
関
し
て
、

ど
ん
な
情
報
が
あ
る
と
、

関
心
が
持
て
ま
す
か
？

◦
生
活
に
寄
り
添
っ
た
内
容

◦
よ
り
具
体
的
な
活
動
内
容

◦
あ
ま
り
表
立
っ
て
見
え
な
い
事

◦
高
齢
化
社
会
の
事

◦
議
員
の
１
日
の
動
き
な
ど

◦
議
員
の
簡
単
な
略
歴

◦
議
員
の
個
別
な
活
動
に
つ
い
て

◦
他
の
自
治
体
と
の
協
力
に
つ

い
て

●
今
後
の
活
動
に
対
し
て
の
抱
負

◦
し
っ
か
り
と
意
見
を
伝
え
ま
す

◦
活
動
を
通
し
て
、
村
の
課
題

や
展
望
を
知
り
た
い

◦
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い

◦
知
識
を
深
め
て
意
見
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い

◦
雁
田
山
の
採
石
場
の
見
学

◦
議
員
の
魅
力
を
伝
え
た
い

　

間
も
な
く
第
２
次
世
界
大
戦

の
敗
戦
か
ら
80
周
年
の
８
月
15

日
が
や
っ
て
き
ま
す
。
我
が
国

で
は
憲
法
９
条
で
非
戦
を
誓
い

ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ

る
ガ
ザ
へ
の
爆
撃
、
ア
メ
リ
カ

に
よ
る
イ
ラ
ン
核
施
設
へ
の
攻

撃
。
毎
日
何
人
の
人
々
が
亡
く

な
っ
た
り
負
傷
し
た
り
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
早
期
の
終

結
を
求
め
ま
す
。

★★

わ
た
し
の

わ
た
し
の

声声

☆☆  
新
し
い
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
に

新
し
い
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
に

聞
き
ま
し
た

聞
き
ま
し
た  

☆☆

次回定例会は ８月26日㈫
開会予定です

　本会議及び委員会の傍聴ができます。
　日程が決まり次第、村ホームページ
でお知らせします。

　

７
月
20
日
投
票
で
参
議
院
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。明
る
い

未
来
が
描
け
る
国
に
な
る
よ

う
、
悔
い
の
な
い
投
票
を
さ
れ

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、「
議
会
と
村
づ
く
り

を
語
る
会
」
は
３
年
を
迎
え
、

出
席
者
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を

頂
戴
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

の
議
員
活
動
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
議
員
の
任
期
は
９
月
ま
で

で
す
の
で
、
私
た
ち
が
編
集

す
る
議
会
報
は
最
後
と
な
り
ま

す
。
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

梅
雨
明
け
と
と
も
に
猛
暑
の

日
々
で
す
。熱
中
症
に
気
を
つ

け
て
い
た
だ
き
、
皆
様
の
ご
健

勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
湯
本
辰
雄
）


